
広報とよおか　2012.8.25 12

　

市
で
は
、
地
域
や
運
行
事
業
者
と
協
働
し
、
大
切
な
地
域
の
公
共

交
通
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
試
み
と
し
て
、
神
鍋
線「
上
限
2
0
0
円

バ
ス
」社
会
実
験
を
、
昨
年
10
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
実
験
の
評
価
に
必
要
な
情
報
を
得
る
た
め
、
沿
線（
神
鍋
地

域
）に
居
住
の
方
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す（
複
数
回
答
を
含
み
ま
す
）。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
交
通
政
策
係
☎
23

1
7
1
2

①
神
鍋
線「
上
限
2
0
0
円
バ
ス
」

　

社
会
実
験
を
ご
存
知
で
す
か
?

　
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、
神
鍋
線
運

賃
の
上
限（
2
0
0
円
）を
知
って
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
社
会
実
験
の

目
標
や
現
在
の
利
用
状
況
を
知
って

い
る
方
は
半
数
程
度
で
し
た
。

《①「上限200円バス」社会実験の認知度》
・神鍋線の運賃の上限は200円である 99%
・通学定期代は1カ月7,200円である 32%
・朝7時に江原駅に着く便が増便された 56%
・夜9時に江原駅を出る便が増便された 56%
・ほぼ１時間ごとにバスが運行されている 69%
・バス利用特典が受けられる店や施設がある 71%
・実験成功には従来の２倍の利用者数が必要 56%
・利用状況は、目標の７割程度にとどまっている 53%
・社会実験は今年９月末で終了する 71%

《②神鍋線の利用の変化》

《③神鍋線を利用する理由》

《⑤神鍋線利用促進のための取組み》

《④神鍋線を利用しない理由》
・車など他の交通手段の方が便利 80%

・行きたい所までバスが走っていない 31%

・バスの待ち時間が長い 22%

・バス停が遠く、バス停まで歩くこと
　が難しい 13%

・バスは時間がかかる 13%

・車で送り迎えしてもらう方が楽 10%

・その他 17%

神
鍋
線「
上
限
2
0
0
円
バ
ス
」社
会
実
験
!

　
　
　
　
　
　
　

〜
次
世
代
に
バ
ス
を
残
す
た
め
に

あ
な
た
が
で
き
る
こ
と
は
〜

②
神
鍋
線
の
利
用
に
変
化
が
あ
り

　

ま
し
た
か
?

　
新
た
に
バ
ス
を
利
用
す
る
方
や

利
用
回
数
が
増
え
た
方
も
い
ま
す

が
、
多
く
の
方
は
、
現
在
も
バ
ス
を

利
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

③
神
鍋
線
の
利
用
回
数
が
増
え
た

り
、
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た

理
由
は
何
で
す
か
?

　「
運
賃
が
安
く
な
っ
た
」と
い
う

回
答
に
次
い
で「
神
鍋
線
を
残
す
た

め
、
積
極
的
に
利
用
」と
い
う
回
答

も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

④
神
鍋
線
を
利
用
し
な
い
理
由
は

何
で
す
か
?

　
多
く
の
方
が「
車
な
ど
他
の
交

通
手
段
の
方
が
便
利
」と
回
答
し
て

い
ま
す
。

⑤
社
会
実
験
の
成
功
に
は
、
神
鍋

線
の
利
用
者
増
が
必
要
で
す
。

普
段
の
マ
イ
カ
ー
利
用
者
が
バ

ス
を
利
用
す
る
に
は
、
ど
の
よ

う
な
取
組
み
が
必
要
で
す
か
?

　「
施
設
や
買
い
物
の
割
引
制
度
な

ど
バス
を
利
用
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト

（
特
典
）を
増
や
す
」と
い
う
回
答

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

〜「
だ
れ
か
」で
は
な
く「
自
分
」が
、

「
い
つ
か
」で
は
な
く「
今
か
ら
」〜

　
次
世
代
に
バ
ス
を
残
す
た
め

に
は
、
バ
ス
の
利
用

者
を
増
や
す
こ
と
が

必
要
不
可
欠
で
す
。

神
鍋
線
を
積
極
的

に
利
用
す
る
方
も

多
い
で
す
が
、
運
賃

の
上
限
が
2
0
0
円
に
な
っ
て

も
、
多
く
の
方
が
バ
ス
を
利
用
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
こ
と
は
、
神
鍋
線
だ
け
で

は
な
く
、
市
内
を
運
行
す
る
他

の
路
線
バ
ス
や
鉄
道
な

ど
の
公
共
交
通
で
も
同

様
の
こ
と
が
言
え
ま
す
。

　
マ
イ
カ
ー
に
過
度
に

依
存
す
る
の
で
は
な
く
、

自
分
に
合
っ
た
方
法
で

バ
ス
や
鉄
道
を
積
極
的
に
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

以前から利用、今も同じ
ように利用している
7%

以前から利用せず、
今も利用していない
77%

以前は利用せず、
今は利用するよう
になった
11%

以前から利用、
今は利用回数が
増えた
6%

・運賃が安くなった

・便数が増えた

・定期代が安くなった

・その他

・利用したい時間に運
　行されるようになった

・神鍋線を残すため積
　極的に利用している
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・施設や買い物の割引制度など、バスを利用した場合の特典を増やす
・地区ごとに利用目標を設定するなど地区をあげた乗車運動に取り組む
・「ノーマイカーデー」など、マイカー利用を自粛する日を定期的に設定する
・特に取組みは必要ない。個人や世帯の自主性に任せるべき
・自分に合ったバスの乗り方を具体的にイメージしてもらう取組みを実施
・利用促進キャンペーンや地区ごとに市や事業者との対話集会を開催する
・社会実験を成功させる必要はない。神鍋線は関係ない
・その他
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子どもにとってのおやつの役割は・・・
『栄養の補給』『水分の補給』『食べる楽しみ』

欲しがるままだらだら食べさせるのではなく、食事とおやつの時間
を決め、おなかがすくという感覚を大切に。

塩分、糖分、および脂肪の多いものは避け、次のようなものを組み
合わせて与えましょう。

最近の食事は軟らかいものが多くなり、昔と比べ、かむ
回数が減っています。食べ物を『よくかむ』ことは
子どもの体に大切な働きをします。

みんなの食育～ライフステージ別～

おやつは食事の一つ♪

〈3回の食事とおやつの時間を決めよう〉

〈好ましいおやつとは〉

＋

〈よくかむための工夫〉

よくかむことはいいことばかり！

おやつ作り！

おやつ＝お菓子

よくかんで食べる習慣を♪

食で健康づくりを応援①

食育の推進は、ライフステージの段階に応じて、取り組んでいくことが大切です。
幼児期から高齢期までのそれぞれの段階の食育について、４回シリーズでお知らせします。

《問合せ》健康増進課☎24－1127

作り方
①　カボチャは適当な大きさに切り、電子レンジ
でやわらかくなるまで加熱する。皮は除く。

②　ボウルに白玉粉、豆腐、カボチャを入れてこ
ねる（耳たぶほどの柔らかさに）。

③　②を食べやすい大きさに丸める。
④　沸騰した湯に入れ、浮き上がったら１～２分
ほどゆで、水にとり、冷やしておく。

⑤　きな粉・砂糖を混ぜ合わて、④にまぶす。

材料（25個分）
　白玉粉 １００ｇ
　木綿豆腐 ９０ｇ
　カボチャ ６０ｇ　※
　きな粉 適量
　砂糖 適量

　※サツマイモに代えても
　　おいしいです。

子どもたちも大喜び！親子で作るおやつ
の味は格別です。簡単な手作りおやつに
チャレンジしましょう。

豆腐とカボチャの白玉だんごかみかみおやつの紹介

●ヨーグルトなどの乳製品
●季節の果物
●おにぎり、食パン、ふかし芋など
●ホットケーキ、ミルクかん、白玉だんごなど
　簡単な手作りのおやつ

牛乳やお茶

1日1～2回

朝食 昼食 おやつ 夕食

エネルギー　127㎉／1人分

お子さんのかむ力や歯の状態に応じて

親 子 で 一 緒 に

おやつは量を決め、次の食事までに
おなかがすく程度にしましょう

食材は大きめにカット

かみかみ食材をメニューに加えよう

食事時間をゆっくりと
「よくかんでみよう」という声掛けをしましょう。

ホウレン草などの
葉物野菜

藻類
乾物
魚の干物
油揚げ
など

ニンジン、ゴボ
ウ、レンコンな
どの根菜類

大豆などの豆類
ナッツなどの種
実類

キノコ類

消化・吸収を助ける 食べ物を口の中で小さく
かみ砕く。

むし歯を防ぐ 唾液の分泌が盛んになり、
食べカスを洗い流す。

脳の働きを活発にする 脳の働きが活発になり、
記憶力もアップ。

味覚を発達させる 素材の味などを感じる力
が発達。

食べすぎを防ぐ 満腹中枢を刺激。


